
（別紙３）

～ 2025 年　11 月　10日

（対象者数） 27名 （回答者数） 25名

～ 2025 年　11 月　10日

（対象者数） 11名 （回答者数） 11名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
外部研修の参加を増やし、職員のスキルアップを目指してい
く。

2
児童がプログラムを楽しみ、社会性が身につくようなプログ
ラムを立案していく。

3
個に合わせたプログラムを用意し、意欲的に取り組むことが
できるよう工夫する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
朝・昼のミーティングを必ず行い、情報を共有する。
議事録を残し全員周知を徹底する。

2
今後、イベント開催時に保護者様が交流できるタイミングを
設けていきたい。

3

○事業所名

○保護者評価実施期間 20205 年 10 月 10 日

○保護者評価有効回答数

20205 年 10 月 10 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025 年　12　月　1　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

情報共有に時間がかかる シフト勤務のため、休み職員に情報が入らない時がある。

保護者会や保護者同士の交流がない
保護者様から個々での相談は対応しているものの、保護者同士
の交流は行っていない。
保護者様によっては必要としていないご家庭もある。

基準人員以上に職員が配置されている
支援の方向性や課題を話し合う人数も多く、日々の様子を把握
したうえで支援ができる。

　　　　充実した集団プログラムの構成ができている
５領域を踏まえたプログラム作成で児童の成⾧に合わせて立案
を行っている。

一人一人の特性に合わせた個別プログラムが
用意されている

学習する習慣が定着するよう取り組んでいる。また、SSTを取
り入れ対人関係や社会生活に必要なスキルを身につけている。

事業所における自己評価総括表公表


